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東京湾は我が国の社会経済活動の中心である首都圏に位置する閉鎖性の高い内湾であり，湾

内には地盤高の低い窪地が形成され，浮泥の堆積や底質の有機汚染，貧酸素状態の発生など，

生物生息場として好ましくない海域環境が点在している． 
本稿では，底質環境の悪化により生物生息場としての機能が低下していた海域の窪地を対象

として，建設発生土を有効活用した埋戻しおよび覆砂による環境改善効果を紹介する． 
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1.  はじめに 

 
東京湾は，我が国の社会経済活動の中心である首都圏

の中心に位置する閉鎖性の高い内湾であり，赤潮や貧酸

素水塊が不定期に発生するなどの問題が顕在化している．

そのため，東京湾では質の高い海域環境を再生・創出し，

次世代に継承していくことが重要な課題となっている． 
特に，海域に存在する窪地では，地盤高が周辺海域よ

り低いことから浮泥の堆積が進行し，泥土質の海底地盤

が形成されやすい．また，流速が小さく水塊が滞留しや

すいことから，貧酸素状態が発生しやすい環境となって

いる．さらに，窪地内の底質については，海水の交換が

生じにくいため，有機物の蓄積が進行し，有機汚染化も

しやすい環境となっている可能性がある． 
こうした環境条件のもとでは，生物の生息に適した底

質環境が形成されにくく，窪地内の生物の多様性が底生

生物を中心に低い状態となりやすい．さらに，窪地内で

形成された貧酸素水塊や水質の悪化が，周辺海域へ拡散

する影響を及ぼす可能性もある（図-1）． 
以上のことから，海域に存在する窪地は生物生息場と

してあまり好ましくない環境になっている． 

 
図-1 窪地が海域環境にもたらす影響 

 

2.  浅場造成事業の概要 

 
本事業では，図-2に示す位置を対象として浅場造成を

実施し，海域に存在する窪地の低減を進めている． 
 

 

図-2 浅場造成事業の位置図 
 

浅場造成では，首都圏の陸上工事から発生する建設発

生土を有効利用し，窪地の埋戻しを行った後に覆砂を実

施している．これにより，底質の有機汚染化を抑制し，

生物生息場としての海域環境を創出することを本事業の

目的としている（図-3）． 
 

 
図-3 浅場造成のイメージ 
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建設発生土については，平成25年度以降，陸上工事に

より発生した良質土砂を継続的に本事業に有効活用して

いる．窪地への土砂投入にあたっては，二重管トレミー

船を使用することで，施工時の汚濁防止に配慮しながら

実施している（図-4）． 
 

 

図-4 二重管トレミー船による土砂投入の様子 
 
さらに，本事業は建設発生土の有効利用と環境改善を

両立させた取組であり，これらの対策による環境改善効

果を把握するため，底質調査および環境生物調査を継続

的に実施している．調査位置は図-5に示すとおり，St.1
～3，5，7～9，11～16，18～19の計15地点である． 

 

 

図-5 調査位置 
 
 

3.  調査内容について 

 
底質調査および環境生物調査は，本事業に伴う底質環

境および生物相の改善効果を検証するため継続的に実施

している．これらの調査には複数の調査項目が含まれる

が，本論文では，環境改善効果の評価に適していると考

えられる項目に着目し報告する． 
本論文で対象とした調査内容の一覧を表-1に示す． 
 
 

表-1 調査内容の一覧 

 
 
底質調査では，グラブ式採泥器を用いて，海底表層土

砂を採取して試料とした（図-6）． 
 

 
図-6 船上採泥による底質調査のイメージ 

 
底生生物調査においては，海底面に1m×1mの正方形

枠（コドラート）を置き，深さ20cmまでの海底表層土

砂を，エジェクター方式により採取した． 
採取した海底表層土砂は，排水口を覆った約0.8mmメ

ッシュの網袋で一旦ろ過し，網袋内の残渣を船上に回収

した．その後，網袋内の残渣を1.0mm目のフルイで選別

し，残った生物を分析試料とした（図-7）． 
 

図-7 エジェクター方式による底生生物調査のイメージ 
 
 

4.  海洋環境変化の検証 

底質調査および環境生物調査は，覆砂完了範囲（St.1
～3，5，11～13）と在来海底地盤を対象に，季節変動を
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考慮しつつ複数回実施している．これらの調査結果を比

較し，本事業に伴う海洋環境の変化を検証する． 
なお，在来海底地盤のうち，D.L.-14m以深（St.7，14～

16，19）は周辺よりも地盤高が低く，窪地を形成してい

ると考えられる範囲である．一方，D.L.-14m以浅（St.8
～9，18）は東京湾内でも比較的環境が良好とされる浅

場海域である． 
 
(1)   底質の有機汚染度 

CODsed（化学的酸素要求量）およびT-S（硫化物）は

底質中の有機物の分解に伴って消費される酸素量を表す

指標であり，数値が高いほど有機汚染の程度が大きいこ

とを示す． 
令和6年5月（春季）から令和7年11月（秋季）までの

両指標の変化を図-8，図-9に示す． 
 

図-8 CODsed（化学的酸素要求量）の変化 
 

 

図-9 T-S（硫化物）の変化 
 
比較の結果，在来海底地盤（D.L.-14m以深）では，他

の調査範囲より両指標とも高い値を示し，有機物が蓄積

した汚染度の高い底質環境が形成されていると考えられ

る． 
一方，覆砂完了範囲では，両指標とも低い値を示し，

在来海底地盤（D.L.-14m以浅）と比較してもほぼ等しい

水準を示していることから，浅場海域で見られる底質環

境に近い，比較的良好な状態であることが確認された． 
同期間における細粒分（粘土・シルト分）の変化を図

-10に示す． 
 

 
図-10 細粒分（粘土・シルト分）の変化 

 
細粒分も，在来海底地盤（D.L.-14m以深）で高い傾向が

確認された．CODsedおよび硫化物の結果を踏まえると，

両指標と細粒分には相関が見られ，粒径が細かい底質で

は粒子の表面積が大きく有機物が付着・保持されやすい

可能性がある．そのため，細粒分の多い底質では有機物

が蓄積しやすく，有機汚染を助長すると考えられる． 
 
(2)   底生生物の出現状況 
底生生物とは，底質に生息する生物の総称であり，そ

の出現状況から底質環境を評価することができる． 
令和7年3月（冬季）から令和7年11月（秋季）までに

おける，底生生物の種類数の変化を図-11に示す． 
 

 
図-11 底生生物の種類数の変化 

 
底生生物の出現状況について検討した結果，覆砂完了

範囲を中心に種類数が増加する傾向がみられた．これは，

覆砂によって底質環境が改善し，底生生物の生息に適し

た環境が形成されたことによるものと考えられる． 
また，潜水士による海底面状況の観察調査を実施した

ところ，貝類，甲殻類，魚類など漁獲対象となり得る水

産有用種が覆砂完了範囲を中心に確認された（図-12）．

これらの生物は移動性が高いと考えられるため在来海底

地盤（D.L. -14m以深）でも見られるものの，覆砂完了範

囲および在来海底地盤（D.L. -14m以浅）で種類数が多く

見られるのは，浅場海域において捕食対象となる底生生

物が豊富に生息しているためと考えられる． 
令和7年5月（春期）では，覆砂完了範囲（St.3）にて

コチ科が確認されている（図-13）． 
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図-12 確認された水産有用種（漁獲対象種）の一覧 

 

 
図-13 覆砂完了範囲（St.3）で確認された水産有用種 

 
(3)   環境保全度 
環境保全度は，平成11年4月に七都県市首脳会議環境

問題対策委員会水質改善部会により「東京湾における底

生生物等による底質評価方法」としてとりまとめられた

指標であり，底生生物および底質の有機物から，東京湾

における底質環境の状態を5段階で評価を行うものであ

る（図-14）． 
 

 
図-14 環境保全度の環境評価区分1) 

 
本調査では，覆砂完了範囲および在来海底地盤におけ

る令和元年5月（春季）から令和7年5月（春季）までの7
年間の調査結果から，各地点の平均評点を求めて環境保

全度の評価を行った． 
図-15に示すとおり，環境保全度は，覆砂完了範囲お

よび在来海底地盤（D.L. -14m以浅）では概ね環境保全度

Ⅲの良好な状態が維持されていることが確認された．こ

れは，在来海底地盤（D.L. -14m以深）と比較しても，よ

り良好な環境状態であると考えられる． 
また，覆砂完了範囲の環境保全度は、覆砂完了以後の

7年間の平均評点に基づくものであることから，覆砂に

より整備された範囲では，良好な底質環境が継続的に保

全されていることが確認された． 

 
図-15 環境保全度の変化 

 
 

5.  おわりに 

本調査では，底質環境が悪化し，生物生息場として適

さない状態となっていた海域の窪地を対象に，良質な建

設発生土を活用した埋戻しおよび覆砂による環境改善効

果を確認することを目的として実施した． 
調査の結果，覆砂完了範囲では底質の有機汚染の低減

が確認され，底質環境が改善されていることが示された．

また，環境生物調査では，底生生物の種類数が増加し，

水産有用種の出現も多くみられた．これらの結果から，

覆砂の進捗に伴い，生物の生息に適した環境が形成され

つつあると考えられる． 
さらに，覆砂完了範囲における底質環境および生物相

の状況を在来海底地盤（D.L. -14m 以浅）と比較しても，

ほぼ等しい水準まで改善が進んでいることが確認された．

これは，覆砂による環境改善が，東京湾内でも比較的良

好とされる浅場海域の生物生息環境に近づきつつあるこ

とを示す結果であると考えられる． 
また，環境保全度の評価においても，覆砂完了範囲で

は概ね良好な状態が維持されており，覆砂による環境改

善効果が一時的なものではなく，継続的に保たれている

ことが確認された． 
以上より，良質な建設発生土を活用した浅場造成によ

って底質環境および生物生息環境が改善され，窪地にお

ける貧酸素の影響の低減が確認された．本事業は，海域

の窪地を生物生息場としてより良好な環境へと改善する

有効な取り組みであると評価できる． 
今後は，本調査で得られた知見を基に，東京湾内に点

在する他の窪地や底質環境が悪化した海域においても，

本手法の適用可能性を検討していくことが重要である．

また，本事業は建設発生土の有効利用と海域環境の再生

を両立させた取組であり，東京湾再生の取組の一環とし

て持続可能性の高い手法であると考えられる． 
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